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▲二度目の立候補で現職との一騎打ちを制し、支援者らと万歳三唱で初当選
を喜ぶ牟礼正稔氏 

 
二
〇
三
票
差
で
次
点
だ
っ
た

前
回
に
続
き
二
度
目
の
出
馬
と

な
っ
た
牟
礼
氏
は
、
半
年
ほ
ど

前
か
ら
市
内
を
く
ま
な
く
歩
い

て
有
権
者
と
対
話
を
重
ね
た
と

い
い
、
「
四
年
前
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
手
応
え
」
と
自

信
。
産
業
誘
致
の
基
盤
整
備
、

学
校
給
食
費
無
償
化
、
市
民
病

院
の
医
師
確
保
、
産
廃
処
分
場

計
画
へ
の
断
固
反
対
な
ど
を
公

約
の
柱
に
掲
げ
て
支
持
を
集
め

た
。
「
新
元
号
は
新
市
長
で
」

「
新
し
い
赤
穂
を
つ
く
る
」
と

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
勢
い

に
乗
り
、
惜
敗
し
た
前
回
の
雪

辱
を
晴
ら
し
た
。 

 
明
石
氏
は
、
市
職
員
時
代
を

含
め
て
四
十
五
年
間
に
わ
た
る

行
政
経
験
に
加
え
、
市
長
当
選

後
の
四
年
間
で
実
行
し
た
子
育

て
支
援
策
な
ど
実
績
を
ア
ピ
ー

ル
。
「
市
民
に
責
任
が
持
て
る

行
政
を
や
っ
て
い
く
」
と
訴
え

任
期
満
了
に
伴
い
、
無
所
属
二
候
補
が
戦
っ
た
赤
穂

市
長
選
は
二
〇
日
に
投
開
票
が
あ
り
、
新
人
で
元
兵
庫

県
職
員
の
牟
礼
正
稔
氏
（
六
四
）
が
現
職
の
明
石
元
秀

氏
（
六
八
）
を
接
戦
の
末
降
し
、
初
当
選
し
た
。
投
票

率
は
五
三
・
六
二
％
。 

 

た
。
政
党
や
団
体
か
ら
多
く
の

推
薦
を
得
て
告
示
前
に
は
「
圧

勝
」
の
観
測
も
流
れ
る
中
、
組

織
的
な
票
固
め
が
期
待
ど
お
り

に
進
ま
ず
苦
戦
。
終
盤
に
巻
き

返
し
を
図
っ
た
が
、
公
約
の
一

つ
一
つ
に
具
体
性
が
乏
し
く
、

一
押
し
を
欠
い
た
。 

 
赤
穂
市
長
選
で
現
職
と
新
人

の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

は
今
回
で
五
度
目
。
過
去
四
度

は
、
す
べ
て
現
職
が
勝
利
し
て

お
り
、
今
回
初
め
て
新
人
が
現

職
の
壁
を
破
っ
た
。 

 
投
票
率
は
前
回
か
ら
七
・
三

八
ポ
イ
ン
ト
下
落
し
た
。 
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赤穂市長選 開票結果【選管確定】 
当 牟礼 正稔（無新） １１，４８６ 
  明石 元秀（無現）  ９，９４３ 
▽当日有権者数／40,316（男19,144、女21,172） 
▽投 票 総 数 ／21,616（男  9,961、女11,655） 
▽無効／187 ▽不受理・持ち帰り／0 ▽投票率／53.62％ 

産
業
誘
致
、
学
校
給
食
費 

無
償
化
な
ど
公
約
で
勝
利 

赤穂市長選 


